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平成31（2019）年度予算が成立しました。

予算規模
200億641万円

今後、予定されている大規模事業
■ 学校給食センター整備事業
    19億6000万円

■クリーンセンター再整備事業
   （廃炉を含む）10億600万円

■汚水処理施設維持管理事業 7500万円

■合併処理浄化槽補助事業 4億5200万円

■下水道事業 63億600万円

■公共施設劣化診断等 1億円　

タクシー券交付事業　429万円　　　　
陳情の洗い出しから民意を知り、12年度に予算化させた事業です。
その後、様々な改善をしましたが、昨年の陳情で、精神障害が対象に
入ってないことが問題となり、今年度予算で改正されました。

民間保育所等が2園設置予定 2億2300万円
1園は市街化調整区域での設置で、県からの許可が下りるのを
待っています。待機児童解消に有効です。

コンビニ交付負担金　271万円
住民票、各種証明書等がコンビニで取れるようになります。

現在の借金
128億2000万円

現在の貯金
15億6300万円

31年度の
元金返済額
10億3600万円

31年度の借入金
6億9700万円

知っていますか？葉山の財政
皆さんの税金。こんな状況。

優先順位をつけて、事業を決定し、
予算を見直し、無駄のない

事業計画が必要です。

この件での予算書の書き方が、地方自治法（総計予算主義）違反
でしたので、一般会計の出し直しが行われました。このようなこ
とは前代未聞です。
　＊総計予算主義とは---収入、支出は項目を全て記載しなけれ
ばならないのですが、この件に関しては、町民の方からの手数料
300円を記載せず、経費を引いた金額185円を収入として記載
していました。そして、コンビニ等への手数料の記載はありませ
んでした。

新しい事業への予算

これを
自分の家計として
置き換えて
考えてみたら、
これ以上の借金は

ありえないでしょう！？

ちょこっと返す
さらに借りる

128億2000万円

15億6300万円
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〇　かなざきひさの一般質問　（平成31年3月13日）

　　　　質　　　　問
 
容器包装プラスチックが2020年4月から
逗子市での処理となる。その費用は。
 
現在の容器包装プラの処理費は6万円／㌧。
廃プラスチックの処理費は。
 
現在、容器包装プラの中に廃プラが混入している割合は。
 
その5％は再び廃プラとして処理をするので、
98000円の費用がかかる。逗子市での処理になると、
その廃プラの処置はどうなるのか。
 
逗子市で現在燃やすごみの処理をしているが、その焼却費用は。
 
逗子市は燃やすごみと廃プラを一緒に収集している。
葉山町もそうすれば、分別も簡単で費用も安価になるが。
 
逗子市での焼却はサーマルリサイクルではないのか。
 
高齢化社会に合わせて、資源ステーションを廃止して、
全てを戸別収集にしてはいかがか。
 
 

　　　　答　　　　弁

36530円／㌧。　（部長）

38000円／㌧。　（部長）

5％。　（部長）

葉山に戻ることなく、逗子市の焼却炉で燃す。　（部長）

37000円／㌧。　（部長）

極力、リサイクルをしたいので、分別は必要。　（部長）

そのような設備ではない。　（部長）

まだ、検討していない。　（部長）

1  ごみの分別・収集方法について

　　　　質　　　　問
 
障害者支援施設「葉山はばたき」は指定管理期間の
満了に合わせて民間移管の可能性を検討する、
とあるが、どうするつもりか。

公共施設の劣化診断を何故2回に分けて行うのか。

町民との協働で公共施設の再配置を話し合う資料となる
ものなので、一気にやるべきだと思う。協働の推進はいつになるのか。

2023年に2回目の劣化診断を行う計画だが、それでは資料が
出揃わない。一刻も早く劣化診断を完了すべきだ。

学校のトイレの改善計画が無いが、急ぐべきではないか。

教育委員会は堂々と児童生徒を守るための要求を町部局に
すべきだ。教育長は学校トイレに入ったことがあるのか。

 
 

　　　　答　　　　弁

 
今年中に「湘南の凪」と話をまとめて、
移管する方向で結論を出す。（町長）

予算の平準化を図った。（部長）

2020年以降、3年間、
ワーキンググループで話し合う予定。（部長）

まずは庁舎内で検討する。（部長）

劣化診断の結果を待つ。（部長）

酷いことは承知している。
子ども達に我慢を強いているとも思っている。（教育長）
 

2  みんなの公共施設未来プロジェクト推進事業について

　　　　質　　　　問
 
町長のまちづくりに対する「夢」は。

「夢」は語るだけでなく、実行に移すべきだ。今までに電信柱を抜く
予算が出たことがない。町長だから予算化ができるのではないのか。

まちづくりの指針をどのように考えているのか。

別荘や保養所などの取り壊しがすすむことについては。
 
 

　　　　答　　　　弁
 
電信柱の無い町にしたい。（町長）

水面下で勉強もし、折衝もしているが、実現に至らない。（町長）

現況のまま、土地の魅力を大切にする方々に
住み代わっていくことを望んでいる。（町長）

力が及ばないこともあるが、地域の方々と共に
合意形成のあり方などを模索している。（町長）　　　　　　　　　　　　　
 

3  まちづくりの指針について

Hisa’s Opinion

御用邸のある町として別荘文化を大切にし、歴史を守るという姿勢を貫くことにより、
まちづくりの指針が見えてくるのではないでしょうか。しっかりと指針を持って舵取りをして欲しいと思います。

ひさの考え

Hisa’s Opinionひさの考え

Hisa’s Opinionひさの考え

町はリサイクル率アップに邁進していますが、町民にとって分別が簡単で経費が掛からない方法を模索すべきと思います。 

公共施設の再配置計画は、町民との協働で作り上げるべきです。
地域別にその地域に住んでいる人々の意見を入れながら、作り上げた先進地の例を挙げ、提言しました。


